
新型コロナウイルスの影響を受けた 
企業への支援策を 
調べる前に考えること 
（個人事業主向け）

※4月21日時点で作成した動画です 
あくまで参考程度に。



何を考えるべきか

運転資金と返済余力の 
考え方事例

売上高の比較

資金繰りについて

今回の話し
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②

③

今後の事について考える

直近の 
売上把握

最初から結論

運転資金を
考える

資金繰り表を作る



何を考えるべきか

運転資金と返済余力の 
考え方事例

売上高の比較

資金繰りについて



コロナの影響を受けている 
企業3つの対策

耐える体制 売上を回復応急処置

この前に現状の把握とこれからの事を考える



コロナが 
5月で収束

コロナが 
8月以降も収束しない

自粛が 
緩和される

自粛が 
強化される

コロナの対策と自粛下
の影響を踏まえた経営

感染防止に配慮
した経営

インバウンドの需要
を除いて考えた経営

販促による 
売上回復の取り組み

～今後の事を考える一例～

収束=ひとまず落ち着く 
終息=完全に決着



今まで以上に正解のない局面

融資は結局返すお金

広範囲の業種で悪化している

閉じる判断をするにしても 
続ける判断をするにしても 
資金繰りを考えることが重要



スムーズに行動するために
売上が下がった。 
　何かいい支援策はないか

・前年同月の売上高の減少率によって使 
　える支援策も変わってきます 

・まずは前年同月との売上高の減少率を 
　具体的に確認しましょう

売上高の比較



融資を受けたい。 
　借りられるだけ借りたい。

スムーズに行動するために

・審査があるので具体的にいくら必要かを 
　整理する必要があります。 

・未曾有の相談件数と感染症対策で融資決定 
　と入金までが長引いています。スムーズに 
　話を進める為にも整理が必要です。 

運転資金と返済余力の 
考え方事例



何を考えるべきか

運転資金と返済余力の 
考え方事例

売上高の比較

資金繰りについて



売上高の比較

　前年に比べて何%売上が減少しているかを 
　数字で把握する 



何を考えるべきか

運転資金と返済余力の 
考え方事例

売上高の比較

資金繰りについて



　　通常時運転資金の考え方の一例 
     売掛債権　＋　棚卸資産　-　買掛債務　=　運転資金 
（1,348,000）＋（3,814,000）-（2,034,000）＝（3,128,000） 

運転資金の考え方一例①



　　　　　　　　損益計算書でみるポイント 
　経費合計-減価償却費=売上がなくても支出する経費 
（8,119,000）-(1,053,000）＝　(7,066,000) 

運転資金の考え方一例②



　　　　　　　　損益計算書でみた経費 
　経費合計-減価償却費=売上がなくても支出する経費 
（8,119,000）-（1,053,000）＝　(7,066,000) 

　 
　上記の支出　÷12カ月=ざっくりとした1カ月分の支出 
　（7,066,000）÷（12）　＝　(588,833) 

　　3カ月分を計算 
　上記の支出　×3カ月分=ざっくりとした3カ月分の支出 
　（588,833）×（3）　＝　(1,766,499) 

運転資金の考え方一例②



　　　　　　　　返済余力を考える 
　青色申告特別控除前の所得金額＋減価償却費 
　＋専従者給与=余力 
（2,474,000）＋（1,053,000）＋（1,200,000） 
   ＝　(4,727,000)

返済余力を考える



　　　　　　　　返済余力を考える（銀行の視点） 
　先程出した余力-既存の借入返済額-住宅ローンなどの返
済額=1年間の返済余力 
（4,727,000）-（600,000）-(今回の事例では無し） 
   ＝　(4,127,000)

返済余力を考える



　　　　返済余力を考える（生活費なども踏まえた視点） 
　先程出した余力-既存の借入返済額-事業主貸＋事業主借 
　=1年間の返済余力 
（4,727,000）-（600,000）-(2,491,000）＋（541,450） 
   ＝　(2,177,450)

返済余力を考える



　～借入180万・5年返済・1年据置の例～ 
　※ざっくりな計算です 
　返済開始してからの月々の返済額37,000円(利息除く) 
　1年間で元の業績に戻せば月34万の余力が出るため 
　借入をしても返済可能という結論になる 

　　　　　　　　返済余力を考える 
　(4,127,000)÷12カ月=月34万ほどの返済余力が出る

返済余力を考える（銀行としての視点）



　～借入180万・5年返済・1年据置の例～ 
　※ざっくりな計算です 
　返済開始してからの月々の返済額37,000円(利息除く) 
　1年間で元の業績に戻せば月18万の余力が出るため 
　借入をしても返済可能という結論になる 

　　　　　　　　返済余力を考える 
　(2,177,450)÷12カ月=月18万ほどの返済余力が出る

返済余力を考える（生活費なども踏まえた視点）



何を考えるべきか

運転資金と返済余力の 
考え方事例

売上高の比較

資金繰りについて



　資金繰りの応急処置としてよく出る案 
・売掛金の入金を早める 
・買掛金の支払いを遅くさせてもらう 
・借入金の元金支払いを一旦据置してもらう

資金繰りの応急処置



　資金繰りの応急処置としてよく出る案 
・売掛金の入金を早める 
・買掛金の支払いを遅くさせてもらう 
・借入金の元金支払いを一旦据置してもらう

　取引先から頼まれる可能性もある 
・売掛金の支払いを遅くさせてほしい 
・買掛金の入金を早めてほしい 

　逆に考えると・・・

資金繰りの応急処置



※夢を実現する創業平成20年度版中小企業庁冊子より抜粋

資金繰り表の一例



現在

融資の 
活用

③売上回復 
の取組

各支援施策の活用例

①休業 ②テレワーク 
顧客管理等 
内部の 
生産性向上 

助成金 
補助金等 
入金

①→雇用調整助成金
②→IT導入補助金

③→ものづくり補助金 
　→小規模事業者持続化補助金

助成金、補助金を 
活用しても繋ぎ資金が必要

経営の 
安定へ



①

②

③

今後の事について考える

直近の 
売上把握

振り返り

運転資金を
考える

資金繰り表を作る


